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1．はじめに
本研究 1 の目的は，アクティブラーニング型の大学授業

と学生ボランティア活動との関係につき，自主性育成の観
点から現代的な特徴と課題を明らかにし，今後の大学教育
の方向性を展望しようとするものである。

本来，自主性は，若者がその成長過程にあわせて自らが
育成すべきことである。しかし，多くの大学生が明確な目
的がないまま大学へ進学し，大学の授業に「受け身」であ
ることを踏まえると，漫然と放置するのではなく，自主的
な行動や思考を育む機会を与える授業を考えるべきではな
いか。また，大学卒業後に，どんな専門知識を得たかとい
うことに加え，どのような姿勢で取り組んだか，が問われ
る。この意味でも，自主性は非常に重要である。

本稿において，自主性とは「自らが選択，チャレンジ
し，設定した一定の課題について他人から指示されなくて
も自分の力で考え行動できること」と定義する。学生自身
が，自分の責任で動こうとする行動力が加わる意味合いも
含む。本稿では，ボランティア活動を生みだしている授業
科目の担当教員へインタビューを行い，教員目線での「大
学授業」「学生ボランティア活動」について分析していく
と同時に，大学授業を契機に，ボランティア活動に参加
し，継続的に活動をしている学生へのインタビューを通じ
て，大学授業が彼／彼女たちに与えた影響の特徴と課題を
整理するものである。さらに，学生には，ボランティア活
動を始める契機や活動を続けていくうえで影響があったと
考える授業を挙げてもらい，その科目がどのように魅力的

であったかを尋ねた。これらのインタビューを通じて，大
学教育が自主性を育成する諸条件等を教員と学生，双方の
立場から考察し，その特徴と課題を明らかにする。

2．大学教育におけるボランティア活動に関
する政策動向

（1）文科省によるボランティア活動の単位化要請の流れ
1990 年代半ばまで，大学生のボランティア活動は，そ

の名の通り大学生が自主的に行う活動であり，大学授業と
の関係で捉えられることは少なかった。しかし，後に「ボ
ランティア元年」と呼ばれるようになった 1995 年 1 月 17
日に発生した阪神・淡路大震災の時には，全ボランティア
数（140 万人）の 4 割にあたる数の学生が被災地に駆けつけ，
ボランティア活動をした（18）。阪神・淡路大震災後の1998年，
文部省は高等学校におけるボランティア活動等に係る単位
認定を認め（11），学校教育法施行規則第 98 条第 3 号におい
て「ボランティア活動等に係る学修の単位認定」が制度化
され，2005 年には，認定できる単位数の上限が， 20 単位
から 36 単位に拡大された。

そして，東日本大震災が発生した 2011 年に，文科省は，
各国公私立大学長，各公私立短期大学長，各国公私立高等
専門学校長宛に，「東北地方太平洋沖地震に伴う学生のボ
ランティア活動について」と題する通知（13）を行った。こ
の内容は，「今後，災害復旧の進捗状況に応じて，ボラン
ティア活動への参加を希望する学生が出てくることが見込
まれ」，「学生が，大学等の内外において，学修成果等を活
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かしたボランティア活動を行うことは，将来の社会の担い
手となる学生の円滑な社会への移行促進の観点から意義が
あるものであることから，被災地等でボランティア活動を
希望する学生が，安心してボランティア活動に参加できる
よう」配慮，要請するものであり，内容は 1．ボランティ
ア活動のための修学上の配慮と，2．ボランティア活動に
関する安全確保及び情報提供であった。具体的に 1．ボラ
ンティア活動のための修学上の配慮については「ボラン
ティア活動参加者に対し，補講・追試の実施やレポートの
活用による学修評価，休学した場合のきめ細かな履修対応
などを通じ，学生がボランティア活動に参加しやすい環境
作りに配慮すること。」「各大学等の判断により，ボランティ
ア活動が授業の目的と密接に関わる場合は，ボランティア
活動の実践を実習・演習等の授業の一環として位置付け，
単位を付与することができること。」「ボランティア活動の
ため休学する場合，その期間の学費の取扱など学生の便宜
のための必要な配慮を図ることが考えられること。」が挙
げられている。2．ボランティア活動に関する安全確保及
び情報提供については，「ボランティア活動は内容によっ
ては危険を伴うものもあることから，参加する学生に対し
事前に安全管理の徹底やボランティア保険等への加入を呼
びかけるなど適切な指導に努めること。」「被災地における
状況や学生ボランティアによる支援要請等に関する情報に
ついて，文部科学省ポータルサイトなどを活用しつつ，学
生に情報提供を行うこと。」が挙げられていた。このよう
に文科省は，大学に対しても授業の一環でボランティア活
動に参加する場合に単位を認める方向性を打ち出した（13）。
この要請に応じる形で単位認定を認め文科省へ報告した大
学は，2011 年 6 月 7 日時点で，山形大，岩手大，滋賀大，
大分大，明治大，文教大の 6 校だった。その後の毎日新聞
の調査（8）によると，全国 86 の国立大学のうち，約 4 割に
当たる 32 校の大学が単位認定を認めた（3 校は未回答）。
これらの大学の大半は，授業概要として，ボランティア前
に講義を受けて，ボランティアの時間は 30 ～ 60 時間，そ
の後レポートを書かせて1～2単位を与えるという内容で，
授業の中でのボランティア活動は，教育的意義があると判
断していた。

また，近年では，東京五輪が決まったことを受けて，
2016 年 4 月にスポーツ庁・文科省連名にて，各国公私立
大学長，各国公私立高等専門学校長宛に「学生のオリンピッ
ク・パラリンピック競技大会及び同大会に係るボランティ
ア活動等への参加に当たっての教育上の配慮について」と
題する通知（14）を行い，「各大学の判断によりボランティ
ア活動が授業の目的と密接に関わる場合は，オリンピック・
パラリンピック競技大会等の会場や，会場の周辺地域等に
おけるボランティア活動の実践を実習・演習等の授業の一
環として位置付け，単位を付与することができる」という
内容の通知（14）がなされた。

さらに 2019 年の台風 19 号発生の際には，文科省は，各
都道府県知事，各都道府県教育委員会教育長，各国公私立
大学長，各公私立短期大学長，各国公私立高等専門学校長，
厚生労働省医政局長，厚生労働省社会・援護局長宛に「令
和元年台風 19 号に伴う学生・生徒のボランティア活動に
ついて」と題する通知（15）を行い，2011 年同様，安心して
参加できるよう配慮し，授業の一環として位置付け単位と
して付与するよう要請することを通知した。

（2）ボランティア活動を取り入れた授業の実施
2005 年には文部科学省中央教育審議会答申において，

大学は「社会貢献・地域貢献の役割を『第三の使命』とし
て捉えていくべき時代」との方向性が示され，大学の授業
も，社会との連携が意識されるようになり（12），ボランティ
ア活動を教育カリキュラムに取り入れる大学が増えてい
る。文科省では，「平成 29 年度の大学における教育内容等
の改革状況について」調査を行い，その結果をとりまとめ
ているが，平成 29 年度には，ボランティア活動を取り入
れた授業科目を開講している大学は，調査全体（国公私立
767 大学）の 6 割に及ぶ結果となっている（Table1）。

Table1: ボランティア活動を取り入れた授業科目を開設してい
る大学

 

出典：文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室「平成 29 年
度の大学における教育内容等の改革状況について（概要）」令和２年
４月 28 日付

従来，社会福祉学の分野では，ボランティア活動とは，
当事者が担う課題に対して①対人性・連帯性，②開拓性・
先駆性，③運動性・批判性・代弁性を有し，これらの役割
を果たす意味でも，「ボランタリーな活動・運動」は，そ
の土台に結社の自由や表現の自由などの「市民的自由」が
保障されていることが重要であると考えられてきた（16）。
このような考えを基軸とすると，単位付与を前提とする大
学授業を通じて，学生たちのボランティア活動を促進する
ことは，学生の「市民的自由」，とりわけ学生の「自主性」
を阻害するおそれはないのだろうか。

（3）ボランティア活動の単位化に対する議論
災害時，そして東京五輪決定の際，文科省が単位化を要

請する通知がなされた時には，ニュースでのコメンテー
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ターや各新聞の投稿欄，そして SNS 等で物議を醸した。
賛成とする人もいたが，世論では反対という声が大きく，
前出の毎日新聞 2011 年調査の結果（8）でも，国立大学の 6
割は，ボランティア活動を「単位認定しない」としたうえで，
理由として「自発的行為に単位を与えるのは違和感がある」
などが挙げられ，無償のボランティア活動を単位で誘導す
るかのような行為に，大学が難色を示している形となって
いた。また桜井（2020）は，東京五輪ボランティア動員要
請に対して，大学におけるボランティア活動支援では，政
治的な圧力や影響について自覚を持つべきことにも言及し
ており，「政治主体が一方的に教育現場に対してボランティ
アの動員を呼びかけても，その後の『ボランティア文化の
醸成』にはつながらない蓋然性がある」と批判している（17）。

このように，ボランティアの単位化に対し，否定的な見
方の意見が根強い背景としては，自発性を本旨とするボラ
ンティア活動と，単位取得を前提とする大学教育との現代
的関係が問われているといってよいのではないだろうか。

一方，愛媛大学では，ボランティア活動を単位化する授
業ではなく，受講後に，その授業のテーマに深く結びつい
たボランティア活動を実施する例が見られる。本研究グ
ループは，このボランティア活動に着目して，授業との関
連についてインタビューを実施している。本稿では，この
うち共通教育 2 のある科目に着目して，大学教育とボラン
ティア活動の関連や課題を考察していく。なお，本調査の
インタビューは，愛媛大学法文学部研究倫理審査委員会の
承認を得て実施している。また，当日のインタビュー内容
の録音承諾を得たうえ，トランスクリプトについては後日，
内容確認をしてもらい掲載の許可を得ている。

3．教員に対するインタビュー調査の概要及
び結果

（1）調査目的
本調査の目的は，実際にボランティア活動を生み出して

いる授業の担当教員へインタビューをし，授業内容や授業
後活躍している学生ボランティア組織の現状を把握し，ボ
ランティア活動を大学教育で促すことが学生の自主性にど
のような影響を及ぼしているのかを考察することにある。

（2）対象者と調査日時
2020年9月にインタビュー調査を行った。調査対象者は，

後掲，Table3 記載の授業アを担当している教員である。（以
下，「担当教員」とする。）

インタビュー調査は，愛媛大学城北キャンパス内の研究
室で行い，インタビュー時間は，1 時間であった。あわせ
て担当教員から活動をまとめた資料や今後ボランティア活
動を育成するプログラムとして考えられている概要資料な
どの提供を受けた。

（3）授業の概要と特徴
2019 年度の授業スケジュールは以下の通りである。【　】

内は授業担当者等。
１. 避難所運営ゲーム（HUG）【教員】
２. 最近の自然災害・地震・津波のしくみと被害【教員】
３. 行政の災害対応【松山市危機管理課職員】
４. すまいの耐震化と地域の防災活動【松山市危機管理

課職員】
５. 地震火災とシミュレーター【教員】
６. 風水害と土砂災害【教員】
７. 気象予報・避難情報と避難行動【教員】
８. 災害報道とインターネットの活用【教員】
９. 防災士の役割と災害ボランティア【教員】
10. 都市災害の特徴と企業の防災活動【教員】
11. 事業継続計画（BCP）と災害復興【教員】
12. 南海トラフ等被害想定とハザードマップ【教員】
13. 救助技術（応急手当の基礎）【松山市消防局職員】
14. 救助技術（応急手当の基礎）【松山市消防局職員】
15. 期末試験と振り返り【教員】
この授業の特徴としては，集中講義であり，実践・実技

を伴う授業が計 3 コマ（上記スケジュール，1，13，14）
含まれ，他は座学の授業である。座学では，外部講師の講
義の他，「防災士教本」の教科書を中心に，専門分野の担
当者が講義をすることで，防災に関する理論，実践を通し
て，防災士の資格取得を目標としている。なお，受講前に
事前レポートを提出することが必要である。

（4）質問項目
本調査では，実際にボランティア活動を生み出している

授業の担当教員へ，「開講の契機」，「運営方針」，「担当教
員が意図していること」について，半構造化されたインタ
ビュー手法によるデータ収集を行った。以下，データの一
部を筆者らの視点で整理して紹介しつつ，若干の分析を行
う。

（5）インタビュー調査の回答及び結果分析
　1）授業の工夫

担当教員は，授業の工夫として「避難所運営ゲーム
（HUG）」というグループワークを，授業の最初に持って
きたことを挙げた。「非常に臨場感があるゲームで，気づ
きになるんです。こんな時どうしようとか，他の班どうし
たのかなとか。終わった後必ず皆で情報交換をする。」と
述べており，このグループワークを通じて，災害への気づ
きが得られる，と指摘する。その後の授業内容をより深く
考えられるようにもなり，受講生の連帯感が高まり座学で
の授業も集中して聞けているという趣旨の発言もあった。

この授業は，最初の開講から 6 年が経過している。担当
教員の発言からは，学生が理解しやすい授業への改善がな



大学教育実践ジャーナル  第19号  2021

青木  理奈，鈴木  靜，小佐井  良太，福井  秀樹，石坂  晋哉

76

されてきたことを確認することができる。

　2）ボランティア活動をする学生の特徴
担当教員は，授業に関する学生アンケートの結果から，

防災士の資格を取得したい人は，「家族を守りたい，地域
を守りたいという意識がものすごく強く出て」おり，「町
への愛着が大きいような気がする」と分析している。

また，担当教員らが行った別の調査結果でも，防災士の
資格取得予定の学生と，一般学生とでは，利他的意識に有
意な差がみられ，前者の方が，利他的意識が強いと分析し
ている（4）。担当教員によれば，利他的意識が強い学生は，
単位取得のみが目的ではなく，防災士の資格が取得できる
のであれば単位取得は必ずしも目的ではないと感じている
傾向がうかがえる，とのことである。

さらに，担当教員は，これまでに取り組んだ防災意識調
査の報告（5）から，防災士の資格を取得しボランティア活
動をしている学生と一般学生とでは，防災に対する危機感
や関心に明確な差がでており，特に関心を問う項目「自分
の利益にならないことはやりたくない」，「普段は災害のこ
とは考えない」，「自分の身近なところで起きそうなことだ
けを考える」，「災害対策は耐震補強や防波堤の整備など物
理的なものだけで十分だと思う」全ての項目で有意差が見
られたと分析している。

　3）教員からみるボランティア活動をしている学生の役割
学生ボランティアの具体的な役割の一つは，防災に関す

るさまざまな技術を学んだうえで，その技術を地域住民に
伝えることである。具体的には，HUG の指導や，災害時
避難訓練，クロスロード（災害対応カードゲーム教材）に
関する技術を学び身に付けたうえで，地域等の現場に出向
いて地域住民を指導する役割を担っている。防災に関する
イベント等への参加も多く，地区災害計画への参加，水防
工法訓練への参加，防災キャンプ，防災まち歩き，防災訓
練の企画・参加，災害シミュレーションの操作等，実践的
活動を行っている。

担当教員は，教員自身が行かないとできなかったことが，
学生ボランティアが技術を身に付けることで，今まで以上
に活動を広げていくことができていると，学生ボランティ
アを高く評価している。学生の防災等に関する技術につい
ても，立ち上げ当初は，毎月１回講習会をしていたが，今
では先輩学生が後輩学生に教えており，継承していく力も
身に付けている。

筆者らからみて特筆すべきは，担当教員が，学生ボラン
ティアを「同じ方向性を持った同志」として位置付けてい
たことである。これらは，防災士という資格を取得した学
生ならではの，有資格者としての扱いであり，ボランティ
アとしての市民というより，有資格者としての関わりを重
視していると考えられる。担当教員は，学生のボランティ

ア活動について，「防災士の資格を取得した学生の災害ボ
ランティア活動であり，一般の学生ボランティア活動とは
別のもの」として捉えている。

　4）行政と連携した授業の有効性
インタビューから，市役所などの行政と連携した授業を

展開することで，地域密着型の学びができていること，現
場の方からの声は防災活動を学ぶうえで，非常に有効な手
段となっていることが分かった。また 2020 年で，当科目
から輩出される防災士が 1000 名を超えることになり，担
当教員は，防災士の資格を持つ学生ボランティア「防災リー
ダークラブ」の認知度が年々あがっていることで，県や各
地域から依頼があり，アドバイザーとして活動していくこ
とに繋がっており，地域への活動普及に良い結果をもたら
していると分析している。

こうした状況について，筆者らは，学生防災士誕生後，
ボランティア活動をしたい学生にとって活躍できる場所が
数多く設けられ，社会に出ても地域や職場で防災リーダー
になれるという好循環の仕組みができていることを評価す
べきと考える。また，大学教育の社会貢献活動として，う
まく実践に結び付けられている一事例と考えている。

4．学生に対するインタビュー調査の概要及
び結果

（1）調査目的
本調査では，前掲の授業を契機にボランティア活動を

行っている学生へインタビューを行った。具体的には，以
下の 2 種の調査を行った。①ボランティア活動を行ってい
る学生へのインタビュー調査と，②活動を開始する契機と
なった，あるいは，活動を続けていくうえで影響があった
とする大学授業について，授業の詳細を調査した。①につ
いては，大学生 4 名にインタビュー調査を実施した。調査
目的は，行政や地域に直接関わる社会活動に携わっている
学生ボランティア組織の現状を把握し，ボランティア活動
を行う学生の自主性と大学教育との間にどのような関係が
あるかを考察することにある。本稿では，トランスクリプ
トを整理し，学生ボランティア活動の契機，そして大学教
育について抜粋し，インタビュー内容は趣旨を損なわない
ように再構成している。②については，愛媛大学の大学院
生 2 名にメールとウェブ会議システム「Zoom」を利用し
てインタビュー調査を実施した。調査目的は，①でボラン
ティア活動を開始する契機となった授業について，より掘
り下げて詳細を聞き，これらの授業の特徴を把握すること
にある。

（2）対象者と調査日時
① 2019 年 8 月にインタビュー調査を行った。調査対象
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者は，Table2 の A ～ D の 4 名（4 名は同席している）で，
以下のとおりである。
Table2：調査対象者の属性

対象者 学年 性別 活動領域 調査
A M1 F 防災リーダークラブ ①②
B B3 M 防災リーダークラブ ①
C B2 M 防災リーダークラブ ①
D B1 F 防災リーダークラブ ①
E M2 F 防災リーダークラブ，

障がい学生支援
②

インタビュー調査は，愛媛大学城北キャンパス内の研究
室で行い，インタビュー時間は，2 時間であった。

② 2020 年 5 月にインタビュー調査を行った。調査対象
者は，①のインタビュー調査対象者のうち 1 名（A）と，
また A ～ D までと同じボランティア団体に所属している
1 名（E）である。インタビュー調査は，メールによる質
問及び回答に加え，「Zoom」を利用した面接方式をそれぞ
れ個別で行った。面接方式によるインタビューは，30 分
程度行った。あわせて，インタビュー対象者から関連する
授業資料等の提供を受けた。

（3）質問項目
本調査では，①では，「どのような経緯で，ボランティ

ア活動をするようになったのか」，「普段の活動は，どのよ
うなことをしているのか」，「普段の活動で困っていること
や問題だと思っていることはあるか，具体的にどのような
ことか」，「大学や教員に望むこと」について，半構造化さ
れたインタビュー手法によるデータ収集を行った。②では，
①のインタビュー時に回答があった，「ボランティア活動
を始めるきっかけとなった授業」について，授業内容を問
う調査を行った。あわせて，「ボランティア活動を続けて
いくうえで影響があったと考える授業」についても授業内
容を問い，「愛媛大学シラバス」 により，具体的内容を確
認した。

（4）インタビューの回答結果
　①－1　活動を始める経緯

D を除く全員が，愛媛大学が提供する授業の履修を契
機にしている。その授業の履修動機は，「資格取得ができ
るから・就職活動に有利だと考えたため」（A，B，C）等
の消極的理由であった。なお，「その分野に関心があった」
と回答した者はいなかった。
　①－2　授業履修から活動参加への経緯
「単位取得だけではつまらない・習ったことを活かした

い」（A，C）など，授業によって活動への参加意欲を高め
ていたことが確認された。B は，授業担当の先生から話を
聞いて，「じゃあ，やってみようかなと思い，参加した」
と直接的な教員とのやりとりを挙げた。

また，活動を始める経緯となった授業の履修は，全員１
回生時点であった。授業で紹介されたボランティア活動を，
自らのサークル活動の一環として候補に挙げるとともに，
導入教育がボランティア活動を行おうとする学生への刺激
になっていたことが推測される。
　①－3　ボランティア活動継続と大学授業の関係

A，B，C，D は，活動に参加する契機になった授業に，
次年度以降も，単位履修に関わらない「先輩学生」として
参加していた。具体的には，授業内にて実施されるプログ
ラムで受講者のフォローに入り，授業プログラムを支える
メンバーとなっており，先輩学生としての授業でのフォ
ローや活動紹介を自らの活動と位置付け，積極的に捉えて
いた。これらは，ボランティア活動を継続する際にも，大
学授業で「先輩学生」として学生へ教えることで，自身の
技術が身に付いていることへの確認作業にもなっているこ
とがうかがえる。
　①－4　ボランティア活動におけるSNS利用と運営継
続上の悩み

大学授業を契機として加入した活動であっても，基本的
には学生が自主的に運営，活動を行っている。そのため学
生が活動を継続する際の工夫や悩みを尋ねた。

その結果，ボランティア組織内及び広報活動において，
SNS（Facebook や Twitter）を積極的に利用していた。
新入生の勧誘においても積極的に活用し，通常の活動にお
いて仲間や人手が欲しい時には，SNS を活用していた。

一方で，組織内の情報共有も SNS に頼ることが多いた
め，メンバー間のレスポンスの迅速さや積極的行動に差が
ある。相手の顔や表情が直接見えない SNS では，感情が
読み取りにくいことから，活動に対しても思いや姿勢が見
えにくいと悩みを抱えていた。学生が授業やアルバイト等
で時間がとりにくい中，対面での会議等を補う目的での
SNS が，いつしか SNS のみの情報共有や意見交換に変化
している。それゆえの運営上の悩みと分析できる。

　②ボランティア活動を始める契機や活動を続けていくう
えで影響があったと考える授業内容について

対象者の A，E に授業内容を具体的に聞き取り，その特
徴を Table3 に示した。授業アは，本稿 3. で調査・検討の
対象とした授業である。

Table3：ボランティア活動のきっかけ（影響）となった授業の特徴
授業 具体的内容

ア

外部講師による講義あり
実践・実技あり
映像視聴あり
先輩学生による報告あり
資格取得の機会あり

イ
映像資料あり
資格取得の機会あり
学生からのアウトプット重視
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ウ 学生からのアウトプット重視

エ 外部講師による講義あり
実践・実技あり

オ

先輩学生による報告あり
実践・実技あり
映像視聴あり
資格取得の機会あり

アの授業では，学生 A によれば，「担当教員のみならず，
関係する行政職員及び専門家，住民ら外部講師の話を聞く
ことができ，学生が参加する体験型のプログラムも多くあ
る。」さらに，「先輩学生がサポートとして入っており，学
生から現実の話がきける機会となっている。」と述べてい
る。

イの授業では，学生Eによれば，「実生活に関係するので，
内容は専門的だが身近に感じることができた。」さらに「毎
回小テストがあり，前回の授業が理解できているか復習が
できるようになっており，授業後には関連する国家資格を
受けてみようと思えるくらい身に付いた。」と述べている。
専門授業だが，日常生活と結び付けて学ばせる授業展開を
しており，この学生は，専門の資格（国家資格）にも合格
するほど知識を身に付けている。

ウの授業では，学生 E によれば，「テキストを見ながら
先生が話をしつつ，学生に質問をして議論を深掘りしてい
くという流れで，テキストに沿って授業は進んでいくが，
テキストに書かれていることが必ずしも正解ではないとい
うことを学べる授業だった。学生に自分の考えを言語化し
て，他者に分かりやすく伝える機会を与えられているよう
に感じた。」さらに，「毎回授業開始時には，時事問題をと
りあげて，学生が意見をいう機会があった。」と述べている。
日々起こり得る問題を，学生へ示し，それらの問題につい
てどのように考えるかを教員の考えを伝えるだけでなく学
生自身の言葉で説明する力を身に付けさせており，ディ
ベートを取り入れているような講義となっている。

エの授業では，学生 E によれば，「カウンセリングにつ
いて座学と実技があった。カウンセリング技法を体験する
中で，先生の体験談をもとに，どのように話を展開してい
くか，使える技法はあるか等を試行錯誤しながら実践し，
講義の最後には先生がどのように対応して問題解決したか
を教えてもらうような講義形式だった。」と述べている。
この授業では，実際心の問題を抱えている人とどのように
関わっていくのかということを考え，技法を習得し，教員
の対処法の教えを受ける一連の授業方法のもとで学び，理
解を深めている。

オの授業では，視覚障害・聴覚障害について知識だけで
はなく「視覚障害者にとって世界はどのように見えている
か」「聴覚障害者が講義に出た時に教員の声はどのように
聞こえているのか」など疑似体験を通して理解を深める内
容である。学生 E によれば，「聴覚障害のある学生さんを
支援するボランティアに所属していたので，手話でコミュ

ニケーションがとりたくて受講し，もともと興味があった
が，手話をすぐに実践できる授業としてはとても興味深く，
手話検定を受講して資格を取ることに繋がった。」そして，

「手話を少しかじっていることで，円滑なコミュニケーショ
ンに繋がるような経験が何度もあった。」と述べており，
すぐに実践に結び付く学びをしていることが分かる。

これら授業に共通していることは，実際に起こり得る問
題を提示し，それに対してどのように対応，対処していく
かを考えさせ，行動できるよう学んでいけるようなアク
ティブラーニング型の授業となっている。

5．考　察
ボランティア活動を大学教育で促すことが，学生の自主

性にどのような影響を及ぼしているのだろうか。教員への
インタビューを通して言えることは，大学の授業を通して
ボランティア活動に必要な考え方や技術を身に付けさせる
ことは，学生にとっては，自分も地域貢献をすることがで
きるとの自信を持つことに繋がっていることである。この
際の自信とは，新たなことをチャレンジしてみようとの意
欲に近いものであり，学生が自身の能力の程度や行動の意
義に確信を得ていることを意味するものでは必ずしもな
い。大学教育が，学生に新しいことにチャレンジする際の
支えとなる自信，意欲をもたせることができることが特徴
である。従来の考え方では，授業を通じての課外活動は実
質的に強制参加に近いものだと考えられてきた。しかし，
教員へのインタビューからは，ボランティア活動に参加す
るか否か，活動にどの程度関わるかは，学生の裁量に任さ
れていることが明らかとなった。この実態に照らしてみる
と，大学教育は，ボランティア活動への参加を学生に強制
しているのではなく，むしろそうした活動に関わる機会を
学生に提供することにより，新たなことにチャレンジする
気持ちを学生の中に育む役割を果たしているものと考えら
れる。

次に，ボランティア活動を行う学生の自主性と，大学教
育との間にどのような関係があるのか。調査①の 4 名への
インタビューから見えてくることは，学生は，ボランティ
ア活動を実際に経験することにより，大学授業をより熱心
に受講するようになること，つまり，授業で教わる知識や
技術の習得により積極的になることである。知識や技術を
表面的に理解するだけでなく，実践できるようになるまで
理解しようとの姿勢になることが特徴である。学生の受講
態度の変化によって，ボランティア活動を充実させ，さら
に受講態度が良くなる。この良き循環は，学生の自主性の
育成によるものだと考えられよう。

それでは，ボランティア活動参加の契機になる，あるい
は，活動に影響をもたらす大学授業とはどのようなものだ
ろうか。ここでは調査②の「ボランティア活動を始める契
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機や活動を続けていくうえで影響があったと考える授業内
容について」の分析を中心に，有効な授業の具体的特徴を
見ていく。

第一に，ボランティア活動に繋がる授業とは，教員が学
生に対して一方向的に講義をする形式だけではなく，「主
体的・対話的で深い学び」を目指すアクティブラーニング
型の授業を実施している傾向がある。例えば，授業アで教
員は，本稿 3. で見た通り，授業の最初に HUG によるシミュ
レーションをゲームで実施することにより災害への気づき
ができ，その後の授業内容をより深く考えられるようにな
ると発言している。このことは，ゲームとはいえ，災害を
我がことと捉える機会に繋がり，積極的な受講姿勢を促し
ている。また，関係する行政職員及び専門家，住民ら外部
講師の話を聞くことができ，学生が参加する体験型のプロ
グラムも多くある。次年度以降は，ボランティア活動をす
る学生は，先輩学生として授業をサポートしている。この
ことが，受講する学生にとっても，同じ学生からの実際の
話がきける機会となっており，その年の学生の活動参加を
促す契機にもなっている。

第二に，学生のボランティア活動への継続的な関わりを
促す授業には，そうした活動の直接的契機となった科目の
みでなく，多様な専門科目が含まれることに注目したい。
とりわけ，ボランティア活動を継続する中で影響を受けた
授業とは，学生の心理面に影響を及ぼす内容を含む傾向が
みられる。こうした授業の主な特徴は，ボランティア活動
で経験しうる「対人的な関わり」「心の問題や技法」を学
ぶ点にある。実際，これらの授業で学んだことは学生のそ
の後のボランティア活動において活かされていることが，
インタビューを通じて確認できた。

第三に，ボランティア活動を継続するうえで影響を受け
た授業の中に，座学重視の授業が入ってくることも興味深
い特徴として指摘できる。具体的には，授業イ，ウの講義
はテキストを読みながら進めていくものであるが，学生 E
によれば，「考えを言語化して，他者に分かりやすく伝える」
重要性に気付くと回答している。

先行研究から，主体性を引き出す大学教育には，「答え
が存在しないリアルな世界を学生たちに突きつけることが
重要」（7） であるとの指摘がある。まさに，これらの授業は，
現実の社会の一端を学生に見せて，諸問題を考えさせてい
る。私たち研究グループは，これらアクティブラーニング
型の授業は，学生のボランティア活動開始の契機になり，
ボランティア活動を継続するうえで，モチベーションアッ
プに繋がっていると分析した。

第四に，授業での資格取得について，前述の調査②では，
「資格がとれる授業は，その後自信に繋がる」という趣旨
の回答があった。そして，担当教員も「単位が欲しいとい
うより，防災士の資格を取りたいという学生がいる」「防
災士の資格は，教員採用試験でも 20 点加点となる他，一

般企業の就活でも面接官から非常に強い関心を示してくれ
る」ということが述べられていた。これらは学生と教員と
もに，資格に繋がる大学授業をメリットと捉えていること
がうかがえる。また先行研究（5）より，一般学生は，地域
の防災活動に取り組むことが難しいと感じ，地域の防災訓
練等のイベントに参加する時間を作ることも難しいと感じ
ていることが明らかとなっている。このことから，現代の
一般学生にとって，地域に出ていくということ自体にハー
ドルの高さを感じているのではないだろうか。そう考える
と，防災士の資格を取得した学生は，防災士という資格に
よって，地域に出ていける「心のチケット」も同時に取得
することができ，資格が地域に出ていくための後押しと
なっていると考えられる。

これらの授業で重要な点は，文科省からの単位要請に対
応する授業ではないということである。特にアの授業では，
多くのボランティア学生（2019 年時点での在籍人数は約
50 名）を輩出し，継続的に活動しているが，活動自体は
単位化しておらず，授業外での活動となっている。授業の
流れから資格取得をし，授業外でのボランティア活動に繋
げるという展開を巧みに生み出しており，一連の流れが生
まれ，好循環となっている。授業内容を活かす形でボラン
ティアをしている大学教育の新たな授業形態とも言える。
そしてそれが大学生の自主性を育成していると言えよう。

最後に，インタビューを行った学生や教員の発言から，
課題も浮かび上がってきた。学生は授業中に行われる活動
紹介から，その組織に対する信頼を増して参加する傾向に
ある。いわば大学教育や教員が「お墨付き」を与えた活動
だからこそ，学生は参加している側面は否定できない。ま
た，学生は，自身の知識や技術を活かせる学外の場を求め
ているが，同時に多様な人が集まる学外の組織に参加する
ことへの不安が大きい。このため，大学授業を通じてのボ
ランティア活動であれば，参加しやすいと感じている。活
動参加へのハードルが低くなることは否定すべきではない
が，大学教育が，学生の自由な社会参加の幅や可能性を狭
める側面もあるのではないか。先行研究（5）では，防災に
対する危機感や関心を強く持っているという結果だった
が，今回のように教員の意向に沿う形で活動をしている学
生が，関心は強いが，実際どれほど危機感を持って活動で
きているのか，いわゆる「優等生」で終わらず，自ら考え
行動することがどこまで出来ているのか，これらの積極性
はこの調査では分かっていない。さらに，決められたプロ
グラムを実施することを通じて地域や行政と関わるように
なり，地域住民や行政の意向と学生が望むこととの間に認
識のズレや矛盾・軋轢等が生じていないだろうか。学生の
ニーズに合った大学授業の提供とも関連し，学生の社会参
加の橋渡しとなる大学授業の役割がより求められているの
ではないだろうか。今後の研究課題としていきたい。
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6．おわりに
本稿では，ボランティア活動を単位化する授業ではなく，

その授業のテーマに深く結びつくボランティア活動を実施
する例をとりあげ，教員と学生のインタビューを通じて，
大学教育が自主性を育成する諸条件等を検討してきた。具
体的には，ボランティア活動を生みだしている授業科目の
担当教員へインタビューし，教員目線での大学授業の内容
や工夫，履修学生の受講姿勢について分析を行った。また，
大学の授業を契機に，ボランティア活動に参加し，継続的
に活動をしている学生へのインタビューを通じて，大学授
業が彼／彼女たちに与えた影響の特徴と課題を整理した。
さらに，学生には，ボランティア活動を始める契機や活動
を続けていくうえで影響があったと考える授業を挙げても
らい，その科目がどのように魅力的であったかを尋ねた。

特徴的なことは，授業履修の際には，学生は履修に際し
消極的であっても，アクティブラーニング型の授業によっ
て，学生ボランティア活動への参加意欲が増すこと，大学
授業はボランティア活動を継続していくために学生の心理
面を支える影響を持つ傾向が明らかになった。これらは教
員へのインタビュー調査でも言及されており，グループ
ワークを授業の最初に取り入れる等，授業進行での工夫が
みられた他，授業後もボランティアとして活躍できる場を
提供することで，ボランティア活動を継続するための意欲
の維持に繋げていた。

本研究では，インタビューを通じ，アクティブラーニン
グ型の大学教育という学びの場を考えてきた。そして，前
述した課題を踏まえ，今後の大学教育のあり方と学生の自
主性育成という問題を考えるうえで，より多くの学生を統
計的に多方面から捉える必要も出てきた。今後は，インタ
ビューのみならず，アンケートなども用いて検証を深めて
いきたい。
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